
*100BASE-TX環境でPR-LN1をご利用に 
 なる場合、カテゴリー5以上に対応 
 したネットワークケーブルをご利用 
 ください。 

  

けが  作業を始める前に必ず電源スイッチを切り、電源プラグを 
      コンセントから抜いてください。感電の原因となるおそれが 
      あります。 

ご使用中の本製品を他のプリンタへ取り
付ける場合は、事前にAdminManagerから
工場出荷設定に戻す作業を必ず行ってく
ださい。 

プリント板 

やけど   プリンタ本体の基板の一部が高温に 
　　　　 なっていることがあるので注意して 
　　　　 ください。また、故障の原因になる 
         ので、基板には手を触れないでくだ 
　　　　 さい。 
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